
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
、

ひ
ろ
ば
か
ら
笑
い
声
が
消
え
て
静

か
に
な
り
ま
し
た
。「
ず
っ
と
一
人

で
家
に
い
る
と
元
気
が
な
く
な
る
」

「
誰
と
も
会
え
ず
話
も
で
き
ず
寂
し

い
」
と
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
推
進
協
議
会
会
長
と
相

談
し
、
南
部
公
園
な
ど
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
を
開
催
し

ま
し
た
。
青
空
の
下
、
風
を
感
じ
、

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
集
ま
り
、
お
喋
り
し
、

お
互
い
の
顔
を
見
て
安
心
し
、
本

当
に
嬉
し
そ
う

で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら

も
地
域
の
声

を
聞
き
な
が

ら
、
皆
さ
ん

の
笑
顔
に
会

え
る
よ
う
に
、

頑
張
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
対
策
を
、
子
ど
も
達
は
健
気

に
受
け
入
れ
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

周
囲
の
小
中
学
生
は
、
休
校
、

分
散
登
校
か
ら
、
よ
う
や
く
一
斉

登
校
に
な
り
ま
し
た
。
先
日
、
下

校
す
る
小
学
生
の
一
団
に
会
い
ま

し
た
が
、
全
員
が
マ
ス
ク
顔
。
聞

け
ば
、
体
育
と
給
食
以
外
は
終
日

着
用
と
か
。
新
一
年
生
は
、
マ
ス

ク
を
外
し
た
友
達
や
先
生
が
わ
か

る
か
し
ら
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ト
ン
は
ペ
ス
ト
流
行
時

の
自
粛
生
活
中
、
万
有
引
力
の
法

則
を
発
見
し
た
そ
う
で
す
。
制
約

の
多
い
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
異
常

な
生
活
で
す
が
、
今
の
体
験
が
、

将
来
「
有
意
義
だ
っ
た
」
と
言
え

る
時
が
、
き
っ
と
来
る
こ
と
を
信

じ
た
い
と
思
い
ま
す
。（石

川 

博
子
）

　
す
べ
て
の
人
が
呑
ま
れ
た
コ
ロ

ナ
禍
。
松
南
地
区
の
様
子
や
住
民

の
思
い
の
一
端
を
、
報
告
し
ま
す
。

◉
笑
顔
を
励
み
に

　
　（
福
祉
ひ
ろ
ば 

井
口 

純
子
）

◀
青
空
体
操

◉
私
が
見
た
子
ど
も
達
の
様
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
受
け
、
人
と
人
と
の
距

離
を
保
つ
社
会
的
距
離
の
徹
底

が
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
感
染
症
は
、
接
触
感
染

と
飛
沫
感
染
に
よ
り
感
染
し
ま

す
。

●
接
触
感
染

　

感
染
者
と
の
抱
擁
、
握
手
、

キ
ス
な
ど
で
感
染
す
る
直
接
感
染

と
咳
、く
し
ゃ
み
を
手
で
押
さ
え
、

そ
の
手
で
触
れ
た
ド
ア
ノ
ブ
、
手

す
り
、
つ
り
革
等
に
ウ
イ
ル
ス
が

付
き
ま
す
。
そ
れ
に
触
れ
、
そ
の

手
で
口
や
鼻
に
触
れ
る
と
、
粘
膜

か
ら
感
染
す
る
間
接
感
染
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
互

い
に
両
手
を
広
げ
て
も

ぶ
つ
か
ら
な
い
距
離
は

２
メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
が

社
会
的
距
離
で
す
。

●
飛
沫
感
染

　

感
染
者
が
、
咳
、
く
し
ゃ
み

を
し
た
と
き
に
、
病
原
体
が
含

ま
れ
た
飛
沫
を
吸
い
込
ん
で
感

染
し
ま
す
。
飛
沫
の
飛
び
散
る

範
囲
は
、
１
〜
２
メ
ー
ト
ル
で
、

２
メ
ー
ト
ル
以
上
飛
ぶ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
社
会
的

距
離
で
す
。

　

社
会
的
距
離
を
保
っ
て
、
感

染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

（
塩
原 

保
彦
）

社
会
的
距
離

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）

社
会
的
距
離

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）

！

！

～コロナ禍の松南地区～

リモートワーク

一人ひとり、
手・聴診器を消毒

ガンバル飲食店

オンライン授業

フードコートディスタンス 大型店レジ風景

せ
き

け
な
げ
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松本警察署表彰各種イベントを企画

人身事故統計（平成31年4月～令和2年3月）

　

県
内
の
ケ
ガ
の
あ
る
交
通
事
故

（
人
身
事
故
）
の
約
1
／
6
が
松

本
署
管
内
で
発
生
し
、
う
ち
13
%

余
り
が
高
宮
交
番
管
内
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
事
故
の
特
徴
と
し

て
、

一　

車
同
士
の
追
突
事
故

二　

交
差
点
右
左
折
時
の
事
故

三　

自
転
車
に
よ
る
事
故　

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

県
内
で
は
「
交
通
安
全
『
私
か

ら
！
』」
運
動
を
推
進
中
で
す
。

　

ま
た
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の

緊
急
対
策
も
推
進
中
で
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
屈
強
な
若
者

が
一
人
、
東
南
ア
ジ
ア
の
小
さ
な

島
を
訪
問
し
、
友
好
的
な
島
民
に

大
歓
迎
さ
れ
住
み
続
け
た
。
時
を

経
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
流
行
り
病

は
爆
発
的
に
蔓
延
し
、
一
年
で
島

民
は
死
に
絶
え
た
。
医
師
も
健
康

体
に
は
流
行
り
病
は
無
縁
と
思
っ

て
い
た
。
滅
亡
の
話
は
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
「
健
康
で
も
無
意
識
に
伝
染

さ
せ
る
」
と
認
識
を
変
え
た
。「
腸

チ
フ
ス
の
メ
ア
リ
ー
」
と
い
わ
れ

た
女
性
は
、「
無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

」
と
し
て
50
名
近
く
に
伝
染
さ
せ

た
。◇
１
月
、
中
国
武
漢
で
発
生
し

た
コ
ロ
ナ
は
、
現
在
1
2
0
0
万

人
超
え
の
感
染
者
を
見
、
グ
ロ
ー

バ
ル
と
い
う
「
高
速
増
殖
網
」
に

乗
り
、
増
え
続
け
て
い
る
。
特
に

途
上
国
の
赤
信
号
は
、
日
毎
に
大

き
い
。◇
非
常
時
の
今
、
私
権
を
制

限
し
な
け
れ
ば
、
公
共
の
利
益
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。

マ
ス
ク
は
、
利
己
を
越
え
感
染
さ

せ
な
い
防
具
と
前
向
き
に
捉
え
た

い
。
コ
ロ
ナ
を
防
ぎ
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
方
策
を
各
国
は
懸
命
に

探
し
求
め
て
い
る
。
も
う
少
し
の

辛
抱
と
思
う
。
安
心
安
全
な
ワ
ク

チ
ン
と
治
療
薬
の
完
成
が
早
ま
ら

ん
こ
と
を
願
う
。　

南
松
ム
ラ
コ

松
南
地
区
の
安
全
安
心
は
、

「
私
か
ら
！
」

　
　

　　　 松
南
地
区
の
安
全
安
心
は
、

「
私
か
ら
！
」

　
　

　　　
高
宮
交
番
所
長
　
北
林 

慎
吾

高
宮
交
番
所
長
　
北
林 

慎
吾

●
コ
ロ
ナ 

コ
ロ
ナ 

コ
ロ
ナ
　

松
南
地
区
は
、
大
き
く
様
変

わ
り
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

昭
和
40
年
に
宮
田
に
越
し
て

来
ま
し
た
。
宮
田
製
作
所
の

社
宅
跡
地
で
、
競
輪
場
跡
地
（
現

開
明
小
学
校
）が
目
の
前
で
し
た
。

懇
意
に
し
て
い
た
だ
い
た
滝
沢
祐

一
連
合
町
会
長
さ
ん
が
、「
こ
こ

は
松
本
の
副
都
心
に
な
る
」
と
熱

心
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。
住
宅
地

が
急
激
に
増
え
、
小
学
校
・
理
美

容
学
校
・
教
育
セ
ン
タ
ー
も
出
来

ま
し
た
。
で
も
こ
の
地
区
が
大
き

く
変
わ
っ
た
の
は
、
平
成
5
年
、

ジ
ャ
ス
コ
（
現
イ
オ
ン
）
の
進
出

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
松
本
南
部

の
商
業
地
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

地
域
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
て

い
ま
す
ね
。

組
長
で
宮
田
中
公
民
館
建
設

に
努
め
た
の
が
、
始
ま
り
で

す
。
保
育
園
の
運
営
委
員
を
し
た

縁
で
、
小
学
校
P
T
A
役
員
を
6

年
、
会
長
に
も
就
任
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
開
校
10
周
年
で
し
た
。

　

交
通
安
全
協
会
（
安
協
）
の
役

員
に
な
っ
た
の
が
昭
和
53
年
、
以

降
、
町
会
長
も
し
ま
し
た
。
地
域

の
役
が
切
れ
た
こ
と
は
、
な
か
っ

た
で
す
ね
。

安
協
の
役
員
を
30
年
余
り
務

め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

辺
の
事
情
は
ど
う
で
し
た
か
。

安
協
に
は
長
野
県
自
動
車
協

会
（
昭
和
23
年
発
足
）
と
い

う
前
身
が
あ
り
ま
し
た
。
車
を
持

つ
個
人
や
企
業
が
、
車
両
会
員
を

募
っ
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
こ
ろ
か
ら
の
長
い
付
き
合
い
で

す
。

　

安
協
に
な
り
、
副
支
部
長
を
経

て
平
成
8
年
か
ら
24
年
間
、
支
部

長
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
後
進
の

適
任
者
は
い
ま
し
た
が
、
病
気
や

家
庭
事
情
な
ど
の
悪
化
が
相
次

ぎ
、
辛
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

後
任
選
び
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
難

し
い
で
す
ね
。

安
協
活
動
で
最
近
思
う
こ
と

は
？　

「
交
通
安
全
、
私
か
ら
」
と

い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
と
お
り
で
す
。
5

分
の
余
裕
を
も
て
ば
自
転
車
事
故

は
減
り
ま
す
し
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
は
習
慣
づ
け
れ
ば
で

き
る
事
で
す
。
子
ど
も
さ
ん
は
、

き
っ
と
見
て
い
ま
す
。
安
全
は

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
に
尽
き
ま

す
。
ま
た
、
無
呼
吸
症
候
群
も
心

配
で
す
。
健
康
管
理
は
無
事
故
の

第
一
歩
で
す
。

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

退
任
し
て
思
う
こ
と
を
聞
か

せ
て
下
さ
い
。

安
協
を
は
じ
め
地
域
の
役
職

を
ず
っ
と
担
っ
て
き
ま
し

た
。「
前
向
き
に
取
り
組
め
ば
、

自
分
を
生
か
す
体
験
に
な
る
」
と

心
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
活
動
と

は
そ
う
い
う
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

解
放
感
は
あ
り
ま
す
。
で
も
家

の
前
で
、
子
ど
も
達
の
見
守
り
は

ず
っ
と
続
け
ま
す
。
6
年
生
か
ら

卒
業
時
に
お
礼
の
手
紙
と
ジ
ャ
ム

を
い
た
だ
い
た
の
は
、
何
よ
り
の

宝
物
で
し
た
。

Q Q A A

A Q 

A Q 

A Q 

久
保
田
芳
和
さ
ん
に
聞
く

松
本
交
通
安
全
協
会

　
　
南
松
本
支
部
長
を
退
任
し
…
。

人身事故
（件）

死者
（人）

傷者
（人）

物件事故
（件）

長野県

松本署

高宮交番
管内

5,928

998

134

62

3

0

7,184

1,176

155

53,220

7,681

900

（
田
中 

紀
彦
）

ま
ん
え
ん

は　

や
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